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秀
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水
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碑

大
河
津
分
水
の
碑　

そ
の
２

悪
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
怒
り
が
爆
発
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
が
ら
腰
を
あ
げ
さ
せ
た
。
そ
う
し
て
、
よ
う
よ
う
大
河

津
分
水
資
料
館
に
到
着
す
る
と
、
入
口
前
に
は
高
さ
七
・
二

㍍
、
幅
二
・
五
㍍
、厚
さ
四
二
㌢
㍍
と
い
う
『
二
〇
〇
一
年
宇

宙
の
旅
』
の
モ
ノ
リ
ス
を
思
わ
せ
る
巨
大
な
石
板
が
建
て
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
信
濃
川
治
水
紀
功
碑
に
は
、
先
に
見
た
大

河
津
分
水
建
設
の
経
緯
と
、
完
成
し
た
分
水
路
の
工
事
概
要

な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。（
つ
づ
く
）

な
っ
た
。
大
河
津
分
水
で
も
同
じ
轍
を
ふ
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
た
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
と
、
技
術
の
進
歩
を
置

去
り
に
し
て
大
河
津
分
水
の
建
設
が
決
定
し
た
。
こ
れ
は
江

戸
幕
府
か
ら
新
政
府
に
頭
が
す
げ
替
わ
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
が
、

と
も
あ
れ
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
工
事
は
着
工
し
た
も

の
の
、
お
雇
い
外
国
人
な
ど
の
意
見
か
ら
技
術
的
に
続
行
が

疑
問
視
さ
れ
、
完
成
間
近
の
明
治
八
年
に
中
止
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
や
は
り
大
河
津
分
水

が
必
要
だ
っ
た
。
明
治
二
十
九
年
の
「
横
田
切
れ
」
は
、

千
二
百
箇
所
以
上
が
破
堤
す
る
大
水
害
と
な
り
、
さ
ら
に
翌

年
、
翌
々
年
と
洪
水
が
つ
づ
き
、
大
河
津
分
水
の
建
設
再
開

を
大
き
く
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
第
二
次
工
事
が

明
治
四
十
二
年
に
着
工
さ
れ
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年

に
通
水
、
十
三
年
に
晴
れ
の
竣
工
式
を
迎
え
た
。
明
治
初
年

の
第
一
次
工
事
以
前
と
は
異
な
り
、
す
で
に
淀
川
水
系
に
お

い
て
近
代
的
な
堰
の
建
設
が
成
功
し
て
お
り
、
ま
た
本
格
的

な
機
械
化
施
工
の
実
現
が
、
工
事
を
完
成
へ
と
導
い
た
の
だ
。

　
横
田
破
堤
記
念
碑
の
独
特
の
字
体
は
、
そ
の
場
で
は
と
て

も
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
碑
文
を
写
真
に
お
さ
め
て
分

水
点
へ
と
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
に
は
大
河
津
分
水
資

料
館
が
あ
り
、
関
連
の
碑
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
ベ
ン
チ
で
休
ん
で
い
た
同
行
者
は
、
く
た
び
れ
て
機
嫌
が

川
な
ど
の
流
下
土
砂
が
溜
ま
っ
て
で
き
た
た
め
、
水
は
け
が

悪
く
、
人
々
は
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。
抜
本
的
な

解
決
を
図
る
た
め
に
は
、
川
に
放
水
路
を
造
っ
て
、
洪
水
を

海
へ
と
流
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
大お

お

河こ
う

津づ

分
水
路
の
計
画
は
、
享
保
期
（
一
七
一
六
〜
一
七 

三
五
）
の
本
間
屋
数
右
衛
門
に
よ
る
嘆
願
が
、
確
認
で
き
る

最
古
の
例
と
な
っ
て
い
る
。
大
河
津
村
（
現
在
の
燕
市
五
千

石
）
は
、
信
濃
川
が
日
本
海
へ
約
一
〇
㌔
㍍
ま
で
近
づ
く
所

で
あ
り
、
海
側
に
幅
約
二
㌔
㍍
の
弥や

彦ひ
こ

山や
ま

か
ら
連
な
る
低
い

山
並
み
が
横
た
わ
る
も
の
の
、
放
水
路
を
造
る
に
は
適
当
な

場
所
と
見
込
ま
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
江
戸
幕
府
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
本
間
屋
の
請
願
と
同
じ
こ
ろ
の
享
保
十
五
年
、
干
拓
を

目
的
に
阿
賀
野
川
に
造
ら
れ
た
松
ヶ
崎
掘
割
は
、
洗
堰
が
決

壊
し
て
洪
水
が
怒
涛
の
ご
と
く
流
れ
こ
み
、
つ
い
に
は
阿
賀

野
川
の
本
流
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
江
戸
時
代
の
技
術
で
は
、

洪
水
を
制
御
し
て
掘
割
へ
の
流
入
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
な
ど
不
可
能
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
以
降
、
干
上
が
っ
た

本
来
の
阿
賀
野
川
の
流
域
で
は
干
拓
が
進
ん
だ
も
の
の
、
阿

賀
野
川
と
信
濃
川
の
河
口
に
位
置
す
る
新
潟
湊
で
は
、
川
の

水
量
が
減
っ
た
た
め
、
土
砂
の
堆
積
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に

も
そ
も
越
後
平
野
は
、
約
一
万
八
千
年
前
の
海
面
上

昇
に
よ
っ
て
出
来
た
入
り
江
に
、
信
濃
川
や
阿
賀
野
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